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Individuality embedded in contact calls of













 学生から提出された博士論文について、公開発表会が 2 月 15 日に行われ、審査委員と学生の間
で質疑応答が繰り返しなされ、博士論文としての質を十分に確保しているとの結論に至った。 
ベルーガは北極域に生息し、回遊する種である。離合集散社会と言われることが多い。しがたっ


















テムの逆特性を送信信号と相関をとることにより 7 kHz から 175 kHz に渡り±5.5 dB まで平坦にす










 学術論文は 2 編が第一著者として公表済み(三島由夏,宮本佳則,笹倉豊喜:イルカスピーカの開発, 
海洋音響学会誌, 40(1),p. 27-36,2013. Y. Mishima,T. Morisaka,M. Itoh,I. Matsuo,A. Sakaguchi, 
Y. Miyamoto:Individuality embedded in the isolation calls of captive beluga whales 
(Delphinapterus leucas),Zoological Letters,DOI: 10.1186/s40851-015-0028-x,p.1-27,2015.)であ
ることを確認した。また、講演発表は国際会議 4 回、国内学会 10 回であることを確認した。 
 博士論文、学術論文は英語で書かれており、かつ、国際会議において英語で発表しており、英語
の学力については問題ないと判断した。 
 以上から、本学生について博士論文審査、最終試験とも合格と判定した。 
